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抄録 : 近年、日本では正課外活動が果たす役割や意義は大きく、学生支援の在り方やキャリア教育との関係から積極的な
見直しの必要性と重要性が指摘されている。また、正課外活動への参加は、教育的成果やリーダーシップ能力の育成などに
効果的であることも認められている。一方、カンボジアの大学でも近年は正課外活動を奨励しているが、日本とカンボジアの
関係が活発化する中で、カンボジアでは実証研究自体が乏しく、正課外活動の実態報告も行われていない。そこで本研究で
は、カンボジア(326人 )と日本 (116人 )の大学生を対象に、集団法による質問紙調査を実施し、正課外活動の参加経験と学習
動機およびコミュニケーション能力との関係を比較検証することを目的とした。その結果、全体的にカンボジア人の方が日本
人より正課外活動経験があり、正課外活動は活動期間の長さよりもその活動内容が学習動機やリーダーシップ能力と関連す
ることなどが認められた。
（別刷請求先 : 内藤伊都子）
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緒言
正課外活動とは、正課の授業以外で学生によっておこな
われる活動のことである（Adeyemo, 2010）。日本では
「正課外活動」の他、「課外活動」、「特別活動」、「部活動」など
の用語が使用されているが、正課の授業以外で学生がおこ
なう活動という点で概ね共通している。文部科学省（2009）
や日本私立大学連盟学生委員会（2011）は、「正課外活動」と
いう語を用いており、活動内容としては、ボランティア、
スポーツ、文化・芸術、体育会活動などが含まれると説明
している。
日本の高等教育機関における正課外活動は、従来、厚生
補導や学生助育として位置づけられてきた（中山ら , 2013）
が、近年は、学生支援の在り方やキャリア教育との関係の中
でも積極的な見直しの必要性と重要性が指摘されている
（佐藤 , 2007； 文部科学省 , 2009）。正課外活動が果たす役割
や意義は大きく、活動の種類によって、大学卒業後のキャリ
ア形成にも影響を与えるものとされている（古坂 , 2015）。
一方、カンボジアの状況については、内戦やクメール・
ルージュ時代に教育制度が破壊され、1980年代および
1990年代においては、教育制度を再構築したり、小中高の
教育を強化したりすることを優先し、高等教育は注目され
てこなかった（MoEYS, 2014）。しかし、1990年代以降、
高校の卒業生が増加するにともなって、私立の高等教育機
関も増加し、正課教育が徐々に強化されるようになると、
近年は正課教育以外の活動、すなわち正課外活動も奨励さ
れるようになってきた。具体的には、王立プノンペン大学
では、幅広い知識を身につけたり学生のストレスを解消し
たりするためとして、パンナサストラ大学では正課の教育
だけでは十分ではないとして、正課外活動を経験する必要が
あると述べている（Royal University of Phnom Penh, 2015； 
Pannasastra University of Cambodia, 2015）。
このように、正課外活動は日本やカンボジアにおいて、
大学生活の重要な一側面ととらえることができるが、近年は、
正課外活動と他要因との関係についても研究が進められて
いる。たとえば、正課外活動への参加と学習動機づけの高さ
や教育的成果の関係が認められている（Etten et al., 2008； 
Ahren, 2009； 中島ら , 2013）。また、正課外活動への参加は、
対人関係をより良くし、リーダーシップ能力などを向上さ
せるとのことである（本間 , 2000； Graduate Management 
東京福祉大学・大学院紀要 第8巻 第2号（Bulletin of Tokyo University and Graduate School of Social Welfare）　pp121-129（2018, 3）
122
内藤・レン
Admission Council, 2009； Nerswick et al., 2012； Forman 
and Retallick, 2013）。これらはアメリカや日本での研究で
あるが、大橋（1998）が指摘しているように、カンボジアは
タイやインドネシア、ベトナムなど他の東南アジア地域と
比べ研究が遅れているため、実証研究自体が乏しく、カン
ボジア人を調査対象とした研究や正課外活動の実態につい
て報告されていないのが現状である。
日本とカンボジアの関係性については、近年、人的交流
が活発化している。とくに2011年以降、カンボジアに進出
する日本企業の急増にともなって在カンボジア邦人数も急
増し、日本人会の活動を通してカンボジア人との友好促進
が図られている（在カンボジア日本国大使館 , 2016； 外務
省 , 2016）。また、文化イベントが開催されたり、日本語人
材の需要の高まりに在日カンボジア人留学生も増加するな
ど、日本人とカンボジア人の相互作用や異文化交流の機会
は増加している（国際交流基金 , 2014； 在カンボジア日本
国大使館 , 2016）。
したがって、カンボジア人大学生の正課外活動とコミュ
ニケーション能力との関係を検討したり学習動機との関係
を検討したりすることにより、カンボジア人大学生のキャ
リア教育や日本での留学生支援につなげていける可能性が
考えられる。そこで本研究は、カンボジア人大学生の正課
外活動の経験や学習動機および一部のコミュニケーション
能力との関係を調査し、同様に調査した日本人大学生の
データと比較検討することを目的とした。
研究対象と方法
調査対象者
調査対象者は、カンボジアおよび日本の大学生であった。
カンボジアでは、2014年12月にプノンペンにある2つの大
学で実施した。全協力者は326名（男性130名、女性190名、
未記入者6名）で、平均年齢は20.72歳（SD＝2.41）であった。
日本では、2016年5月に東海地方の大学で実施した。全調
査協力者は、115名（男性43名、女性72名）、平均年齢は
19.30歳（SD＝1.04）であった。
調査方法
調査方法は、集団による質問紙調査法であった。質問紙
は、大学生の正課外活動の実態についての調査項目（塘添 , 
1994）や大学生用学習動機尺度（岡田・中谷 , 2006）を参考
にした。コミュニケーション能力尺度は、正課外活動に
よって得られる能力を測定する尺度として開発された
ヒューマンコミュニティー創成マインド評価尺度改訂版
（森口ら , 2009）を中心に、Kiss-18（菊池 , 1994）、日常生活
スキル尺度（島本・石井 , 2006）、ENDCORE尺度（藤本・
大坊 , 2007）も参考に作成した。正課外活動の内容につい
ては、日本の先行研究やカンボジアでの活動状況を検討し、
共通性が高く比較可能と思われるボランティア、スポーツ、
音楽、ダンス、勉強会という5つの活動を取り上げた。これ
らの活動について、小学生から大学生までの間で、それぞ
れの経験の有無と活動期間について回答を求めた。
カンボジアで使用するクメール語版の質問紙については、
バックトランスレーションの手続きを経て作成し使用した。
調査対象者には、調査への参加は任意であること、回答しな
くても不利益は被らないこと、匿名であること、個人の回答
が問題になることはないこと、管理は厳重におこなうことな
ど、倫理的配慮についてフェイスシートおよび調査者がその
場で十分な説明をしたうえで、承諾が得られた学生のみ
実施した。回答済み質問紙は、その場で調査者が回収した。
統計処理
調査結果は、SPSS（The Statistical Package for Social 
Science Version 22）を用いて分析した。
結果
1．正課外活動の参加状況
正課外活動の参加状況については、小学校から中学、
高校、大学までの間に、カンボジアは82.8%、日本は76.5%
の大学生がそれぞれ参加経験を有していた（表1）。
参加理由で最も多い回答は、カンボジアは「知識・教養・
技術・技能を身につけるため」（72.7%）であったのに対し、
日本は「興味があり楽しむため」（43.5%）であった（図1）。
2．因子分析
正課外活動と学習動機およびコミュニケーション能力
との関係について、カンボジアと日本を比較検証するため
図1． 正課外活動の参加理由
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に、学習動機付け尺度およびコミュニケーション能力尺度
についてそれぞれ最尤法、プロマックス回転による因子分
析をおこなった。その際、文化によって平均や分散の違い
が因子分析に影響を与えることを避けるため、測定対象毎
に求めた標準得点を用いて分析をおこなった。その結果、
学習動機については、初期解における固有値の減衰状況や
累積寄与率の変化などから因子は3つであると判断し、
因子負荷量が0.37を超えている項目を選択した（表2）。
各因子に採用された項目は、先行研究と同様の傾向が見
られたため、因子名は先行研究を参考に、第Ⅰは「内発」
動機、第Ⅱ因子は「取入」動機、第Ⅲ因子は「外的」動機と
命名した。
表1．活動別による参加経験者の割合と期間
日本 カンボジア
割合 度数 平均（月） （SD） 割合 度数 平均（月） （SD）
ボランティア 小 9.5% 11 16.73 （21.81） 2.8% 9 27.22 （32.79）
中 6.0% 7 14.57 （16.8） 9.8% 32 13.63 （12.75）
高 9.5% 11 8.86 （13.82） 19.9% 65 11.58 （12.22）
大 6.0% 7 11 （11.72） 35.0% 114 10.68 （13.25）
スポーツ 小 48.3% 56 43.87 （23.42） 11.0% 36 31.79 （24.87）
中 49.1% 58 31.05 （10.51） 21.5% 70 22.57 （14.25）
高 39.7% 48 29.76 （11.52） 26.7% 87 18.98 （13.18）
大 16.4% 20 13.17 （9.08） 15.6% 51 18.73 （15.04）
ダンス 小 4.3% 5 36 （28.14） 4.6% 15 28 （28.81）
中 5.2% 6 29 （12.25） 6.1% 20 13.3 （11.9）
高 5.2% 6 30.33 （6.25） 5.2% 17 11.12 （12.55）
大 1.7% 2 18 （8.49） 8.0% 26 9.84 （11.44）
音楽 小 9.5% 11 54.55 （25.38） 2.1% 7 30.17 （32.68）
中 6.9% 8 36 0 3.1% 10 23 （15.5）
高 7.8% 9 32.33 （5.15） 6.1% 20 11.08 （10.15）
大 6.9% 8 17.88 （6.38） 8.6% 28 7.04 （8.9）
勉強会 小 6.0% 7 46 （22.02） 6.4% 21 21.89 （28.4）
中 6.0% 7 24.86 （12.21） 23.9% 78 16.64 （12.8）
高 5.2% 6 24.67 （7.76） 42.9% 140 16.01 （12.51）
大 0 0 - - 65.3% 213 20.28 （15.28）
全体 76.5% 88 105.11 （63.93） 82.8% 270 67.97 （89.99）
（注）協力者の中には複数の活動に参加している学生がいるため、度数は延べ人数である。
表2．学習動機付け尺度の因子分析（プロマックス回転後）
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性
8.   考えたり、頭を使ったりするのが好きだから .85 -.25 .02 .55
3.   勉強するのが面白いから .82 -.04 -.07 .60
6.   知識や能力を身に付けるのが楽しいから .79 -.01 -.11 .56
9.   学習を通して自分の価値が感じられるから .76 .00 .14 .67
18.  好奇心が満たされるから .63 .09 .12 .55
15.  教材や本などが面白いから .63 -.15 .08 .35
14.  自分の能力を高めることになるから .61 .19 -.02 .54
10.  自分が勉強しようと思うから .48 .27 -.32 .39
11.  周りの人に能力を示したいから .46 .23 .14 .48
17.  後で困るのが嫌だから -.26 .75 -.01 .40
19.  周りの人についていけなくなるのが嫌だから。 -.10 .63 .25 .50
20.  将来の成功に結びつくから。 .06 .59 .00 .39
12.  わからなかったことがわかるようになると自信がつくから .24 .47 -.13 .36
4.   勉強しておかないと不安だから .01 .45 -.18 .18
16.  よい成績や評価を得たいから .19 .43 .06 .35
5.   勉強しないと周りの人が文句を言うから .07 -.11 .76 .56
7.   周りからやれと言われるから -.11 -.08 .70 .43
1.   勉強しないと親がうるさいから .09 -.08 .68 .47
13.  親を悲しませたくないから .18 .30 .42 .51
2.   勉強しておかないと恥ずかしいから -.13 .24 .37 .21
寄与（%） 30.35 8.82 5.96 45.13
信頼性（α） .89 .73 .74
因子間相関 Ⅰ .57 .34
  Ⅱ .39
（注）太字で示した項目が各因子に採用された項目である。
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一方、コミュニケーション能力尺度についても同様に
分析した結果、因子は4つであると判断し、因子負荷量が .33
を超えている項目を選択した（表3）。第Ⅰ因子には集団内
の活動に積極的に関わろうとする項目が含まれたため、
「リーダーシップ」能力因子、第Ⅱ因子は、自身のコミュニ
ケーション行動を調整し対応できる能力であると考えられ
るため「マネジメント」能力因子、第Ⅲ因子は相手に対し
共感し相手の感情を想像できる能力であると考えられるた
め「感受性」能力因子、第Ⅳ因子は親密な対人関係に関する
内容であることから「親和性」能力因子とそれぞれ命名した。
3．正課外活動の参加経験の有無による分析
正課外活動と学習動機およびコミュニケーション能力
との関係について、カンボジアと日本を比較検証するため、
尺度の各因子を下位尺度として使用し、文化による分析を
おこなった。まず、文化要因とともに小中高大を通して
正課外活動への参加経験が有るかどうか、つまり参加経験
（有無）×文化（カンボジア・日本）を独立変数とし、学習動
機およびコミュニケーション能力の各因子を従属変数とす
る2元配置の分散分析をおこなった。
その結果、交互作用が認められなかった因子について
主効果をみたところ、文化の主効果のみ有意となった。
具体的には、リーダーシップ［F（1,435）＝42.06, p<0.001］、
マネジメント［F（1,435）＝16.30, p<0.001］、感受性［F（1,435）
＝10.61, p<0.01］、内発［F（1,436）＝130.00, p<0.001］、取入
［F（1,436）＝30.31, p<0.001］であり、いずれもカンボジアの
方が日本より高かった。外的動機については交互作用が見
られたためBonferroni法による多重比較を使って単純主効
果をみた。経験あり［F（1,436）＝86.58, p<0.001］、経験なし
［F（1,436）＝49.73, p<0.001］ともに有意となり、カンボジア
の方が日本よりいずれも高く、日本のみ経験あり［F（1,436）
＝11.46, p<0.001］の方が経験なしより有意に高かった。
表3．コミュニケーション能力尺度の因子分析（プロマックス回転後）
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性
4.   集団で行動するときに先頭に立ってみんなに全力で協力してもらうことができる .80 -.11 .05 -.07 .55
3.   私が行動を起こすことによって、周りの人を動かすことができる .77 .00 -.11 -.04 .51
2.   話し合いのときにみんなの意見を1つにまとめることができる .59 .00 .18 -.02 .46
15.  他人が話しているところに、気軽に参加できる .36 .21 -.02 .15 .35
9.   私は初対面の人でも気軽に話すことができる .35 .10 .20 .03 .30
14.  他人と話していて、あまり会話が途切れない .34 .21 -.10 .14 .28
6.   私の意見を相手に伝えることができる .33 .19 .23 -.02 .36
22.  私の考えや気持ちをうまく表現することができる .15 .77 -.25 -.06 .55
24.  私の意見や立場を相手に受け入れてもらえるように主張することができる .19 .55 -.19 .17 .50
21.  私の感情や行動をうまくコントロールすることができる -.09 .55 .01 .06 .29
23.  相手の伝えたい考えや気持ちを正しく読み取ることができる -.14 .48 .04 .07 .23
26.  周囲の人間関係に働きかけ良好な状態に調整することができる .06 .41 .30 .07 .47
10.  相手の質問に対して的確に答えることができる .12 .40 .07 -.07 .23
25.  相手を尊重して相手の意見や立場を理解することができる -.17 .38 .34 .01 .30
16.  まわりの人たちが私とは違った考えをもっていても、うまくやっていくことができる .13 .37 .19 -.09 .28
8.   私のことを理解してもらえるように話すことができる .17 .34 .15 -.02 .29
13.  悲しくて泣いている人を見ると、自分も悲しい気持ちになる -.01 -.17 .51 .12 .24
1.   メンバーの失敗に対して責任を持つことができる .29 -.16 .49 -.07 .32
11.  困っている人を見ると援助をしてあげたくなる .04 .13 .45 -.02 .29
5.   メンバーに対して、受容的、肯定的な態度をとるよう心掛けている .15 -.14 .45 .10 .25
7.   相手の話を積極的に聴く姿勢をとることができる -.18 .29 .43 -.17 .25
12.  他人の幸せを自分のことのように感じることができる .06 .06 .42 .11 .29
19.  親身になって友人らに相談に乗ってもらうことができる -.07 -.05 .13 .74 .54
18.  困ったときに、友人らに気軽に相談することができる .19 -.04 -.03 .65 .51
20.  どんな内容でも友人らと本音で話し合うことができる -.11 .22 -.02 .49 .33
17.  何か失敗したときに、すぐ謝ることができる -.16 .08 .28 .29 .21
寄与（%） 23.88 4.42 4.11 2.84 35.26
信頼性（α） .79 .78 .65 .68
因子間相関 Ⅰ .56 .43 .42
  Ⅱ .48 .55
  Ⅲ .37
（注）太字で示した項目が各因子に採用された項目である。
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次に、5つの活動別に参加経験があるかどうか、という
活動毎の参加経験の有無と文化についてそれぞれ分散分析
をおこなった。ボランティアは、文化の主効果として
リーダーシップ［F（1,436）＝73.07, p<0.001］、マネジメン
ト［F（1,436）＝18.14, p<0.001］、感受性［F（1,436）＝12.20, 
p<0.01］、取入［F（1,437）＝27.01, p<0.001］、外的［F（1,437） 
＝87.76, p<0.001］が有意となり、いずれもカンボジアの方
が日本より高かった。また、参加経験の主効果としては、
感受性［F（1,436）＝8.67, p<0.01］、取入［F（1,437）＝4.32, 
p<0.05］が有意となり、参加経験がある方が高い結果であっ
た。一方、内発動機は交互作用が見られたためBonferroni
法による多重比較で単純主効果をみたところ、経験あり
［F（1,437）＝255.36, p<0.001］、経験なし［F（1,437）＝36.11, 
p<0.001］ともに有意となり、カンボジアの方が日本よりい
ず れ も 高 く、日 本 の み 経 験 あ り［F（1,437）＝21.92, 
p<0.001］の方が経験なしより有意に高かった。
スポーツは、文化の主効果のみ有意となり、リーダーシップ
［F（1,436）＝89.30, p<0.001］、マネジメント［F（1,436）＝
25.69, p<0.001］、 内 発［F（1,437）＝290.42, p<0.001］、
取入［F（1,437）＝43.30, p<0.001］、外的［F（1,437）＝119.43, 
p<0.001］については、いずれもカンボジアの方が日本より
有意に高いことが認められた。
ダ ン ス は、文 化 の 主 効 果 と し て リーダーシップ
［F（1,436）＝31.68, p<0.01］、マ ネ ジ メ ン ト［F（1,436）＝
11.57, p<0.01］、感 受 性［F（1,436）＝8.05, p<.05］、内 発
［F（1,437）＝91.79, p<0.001］、取入［F（1,437）＝11.36, p<0.01］、
外的［F（1,437）＝35.26, p<0.001］が有意となり、いずれも
カンボジアの方が高かった。参加経験の主効果は、リーダー
シップ［F（1,436）＝4.61, p<0.05］、感受性［F（1,436）＝5.78, 
p<0.05］が有意で、いずれも参加経験がある方が高い結果と
なった。
音楽についても、文化の主効果のみ有意となり、マネジ
メント［F（1,436）＝13.27, p<0.001］、感受性［F（1,436）＝
15.12, p<0.001］、内発［F（1,437）＝168.51, p<0.001］、取入
［F（1,437）＝24.27, p<0.001］、外的［F（1,437）＝57.44, p<0.001］
で、いずれもカンボジアの方が高かった。
勉 強 会 は、文 化 の 主 効 果 と し て リーダーシップ
［F（1,436）＝36.87, p<0.001］、マ ネ ジ メ ン ト［F（1,436）
＝7.14, p<0.01］、感受性［F（1,436）＝5.54, p<0.05］、取入
［F（1,437）＝10.28, p<0.01］、外的［F（1,437）＝43.09, p<0.001］
が有意となり、いずれもカンボジアの方が日本より高い
ことが認められた。また、内発は交互作用が見られたた
めBonferroni法による多重比較で単純主効果を見たとこ
ろ、日本のみ経験あり［F（1,437）＝6.19, p<0.05］の方が高
かった。
4．正課外活動の参加期間の長さによる分析
正課外活動の参加期間の長さによって、学習動機および
コミュニケーション能力に違いがあるかどうかを検証する
ために、カウンターバランスを見ながら参加期間の平均値
（77.12ヶ月）および最頻値（36ヶ月）を参考に、「短期（36ヶ月
未満）」、「中期（36ヶ月～78ヶ月未満）」、「長期（78ヶ月以上）」
という3群に分け、文化×参加期間を独立変数とする分散
分析をおこなった。その結果、文化の主効果のみ有意とな
り、リーダーシップ［F（1,346）＝46.45, p<0.001］、マネジ
メント［F（1,346）＝12.81, p<0.001］、感受性［F（1,346）
＝13.14, p<0.001］、内 発［F（1,347）＝138.05, p<0.001］、
取入［F（1,347）＝23.44, p<0.001］、外的［F（1,347）＝57.48, 
p<0.001］において、いずれもカンボジアの方が日本より高
かった。
5．正課外活動の参加活動数による分析
本研究で正課外活動として取り上げたのは5つの活動で
あるが、学生によってはその他の活動も含め、複数の活動
に参加している。そこで、正課外活動の参加活動数を
「1つ」、「2つ」、「3つ以上」という3群に分け、文化×活動数
を独立変数とする分散分析をおこなった。その結果、文化の
主効果としてリーダーシップ［F（1,351）＝69.19, p<0.001］、
マネジメント［F（1,351）＝13.79, p<0.001］、取入［F（1,352）
＝19.52, p<0.001］で有意となり、いずれもカンボジアの方
が日本よりも高かった。また、参加活動数の主効果として、
親和性［F（2,351）＝3.01, p<.05］（片側検定）のみ活動数が
多い方が高かった。
一方、感受性、内発、外的については交互作用が見られ
たため、Bonferroni法による多重比較を使って単純主効
果をみた。感受性は、活動1つ［F（1,351）＝5.64, p<0.05］
と活動 2つ［F（1,351）＝15.85, p<0.001］の場合で有意と
なり、いずれもカンボジアの方が高かった。また、内発の
1 つ［F（1,352）＝110.12, p<0.001］、2つ［F（1,352）＝76.20, 
p<0.001］、3つ以上［F（1,352）＝12.30, p<0.01］、外的の1つ
［F（1,352）＝58.81, p<0.001］、2つ［F（1,352）＝4.77, p<0.05］、
3つ以上［F（1,352）＝21.09, p<0.001］でそれぞれ有意とな
り、いずれもカンボジアの方が日本より高かった。さらに
感受性のカンボジア［F（2,351）＝5.77, p<0.01］、日本
［F（2,351）＝6.60, p<0.01］はともに有意となり、カンボジ
アは1つ＜2つ、3つ以上で、日本は1つ、2つ＜3つ以上で
ともに活動数は多い方が高かった。内発［F（2,352）＝5.04, 
p<0.01］と外的［F（2,352）＝4.30, p<0.05］は日本のみ有意
となり、内発は1つ、2つ＜3つ以上で、外的は1つ＜2つの
ように、活動数は多い方が高かった。
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考察
本研究では、近年、正課教育とともに注目され、学生支援
の在り方やキャリア教育との関係からも積極的な見直しの
必要性と重要性が指摘されている正課外活動について、
カンボジア人大学生と日本人大学生を対象に、異文化の比
較検証をした。
正課外活動について、カンボジアの大学では奨励されて
いるものの、これまで実態についての明確な報告はみられ
なかったが、本調査結果によると、小中高大までの間に
82.8%の大学生が参加経験を有していた（表1）。一方、
日本の参加状況については、76.5%であった。「私立大学
学生生活白書」（日本私立大学連盟学生委員会 , 2011）によ
ると、活動への参加率は69.5%であり、前回調査時より増
加しているとのことである。本調査では小学校時代からの
参加経験が含まれているため、割合が若干高くなったもの
と推測される。
5つの活動別に小中高大の各学校段階での参加経験と
参加期間について尋ねた結果では、全体的にカンボジアの
方が多いが、スポーツに関しては日本も小学校から参加
経験者の割合が多かった。これは、山口ら（2014）が指摘し
ているように、カンボジアでは、近代教育における体育・
スポーツ活動について検討されているものの、学校教育で
は体育やスポーツ活動で使用する道具や施設などの充実が
必要な状況にあるということが関係している可能性が考え
られる。平均期間については幅があるものの、参加経験の
少ない日本の方が全体的に長い傾向がみられている。
カンボジアの場合、大学での参加期間が一番長いのは勉
強会であるのに対し、一番短いのは音楽であった。カンボ
ジア人は、正課外活動に参加する理由として、知識・技能
を身につけるため（図1）と回答した学生が一番多かったこ
とからも、文化活動より知識や技能などを大学生活で望み、
勉強会に多くの時間を使っていると推測できる。これに
対し、日本は逆に大学生になると勉強会への参加はなく、
音楽の方が高くなっている。これも、興味や楽しむためと
いう参加理由と対応していると考えられる。
正課外活動と学習動機の3因子（内発・取入・外的）およ
びコミュニケーション能力の4因子（リーダーシップ・マネ
ジメント・感受性・親和性）との関係については、まず参加
経験と文化を独立変数として2要因の分散分析をおこなっ
た。その結果、本研究で取り上げた5つの正課外活動すべて
において、文化の主効果がみられた。いずれもカンボジア
人は日本人よりも学習動機およびコミュニケーション能力
が高い傾向が認められた。正課外活動の期間の長さと文化
を独立変数とした分散分析、正課外活動の参加活動数と文
化を独立変数とした分散分析の結果においても文化の主効
果が見られ、いずれも学習動機とコミュニケーション能力
は、カンボジアの方が日本より高い傾向が認められた。
異文化の視点からみると、日本で就職を希望する留学生
には正課外活動への参加が有効であるとして指導がなされ
ている（守﨑・内藤 , 2017）。近年、カンボジアからの在日
留学生も増加し、正課外活動が活発なカンボジア人にとっ
ては、その経験を就職にも活かすことが有効であると考え
られる。しかし、実際の留学生活は時間が足りないことか
ら、正課外活動への参加が困難であり、留学時においても
カンボジア人学生の正課外活動を支援することは留学生の
キャリア教育の課題の一つであると考えられる。
一方、正課外活動への参加経験の主効果については、
ボランティアへの参加経験者は、感受性能力や取入学習動
機が高い傾向が認められた。また、ダンスの経験者は
リーダーシップ能力や感受性能力が高い傾向があった。
これらの結果は、カンボジアについても正課外活動への参
加と一部のコミュニケーション能力との関係を支持する結
果であるといえる。
ボランティア活動については、愛他的行動であると考え
られるため、感受性能力と結びついたのではないかと考え
られる。また、ダンスについては、加澤・永田（2014）によ
ると、フォークダンスクラブの実践活動に期待されるもの
は、対人関係を良好にし、誰とでも踊ることで他者と楽し
く話ができるようになることである。ダンスクラブでは
身体接触や対人距離の近さなど、親密な非言語コミュニ
ケーション行動（内藤，2006）などが活発になることなどか
らも、参加経験者は参加経験がない人よりも高い結果で
あった可能性が考えられる。
参加期間よりも参加活動数において正課外活動と学習
動機やコミュニケーション能力との関係が有意に高くなっ
た点については、活動実態が関係している可能性が推測さ
れる。前述した「私立大学学生生活白書」（日本私立大学連
盟学生委員会 , 2011）によると、正課外活動に「積極的に参
加している」学生は49.5%であり、「参加しているが熱心で
はない」が14.6%、「参加しているが活動していない」が
10.7%となっている。参加期間が長くても熱心でなかった
り活動していなかったりすれば、学習動機の向上やコミュ
ニケーション能力の育成に結びつきにくいと思われる。
また、Forman and Retallick（2013）の研究では、正課外活
動がリーダーシップの成果に影響するのは、3つから4つま
での活動数が適切であると述べている。3つ以上の活動を
経験したことがある人の方が3つ未満の活動を経験したこ
とがある人よりもリーダーシップ能力を含むコミュニケー
ション能力が高いという本研究結果と一致する傾向である
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といえる。つまり、本研究で用いたコミュニケーション能
力との関係においては、正課外活動は単純に参加している、
あるいは参加経験があればよいというよりは、活動内容や
活動数などの幅や深さが重要であると示唆される。
結論
本研究では、カンボジア人大学生と日本人大学生を対象
に、正課外活動と学習動機およびコミュニケーション能力
との関係について異文化比較した。本研究結果における
正課外活動の実態としては、カンボジア人大学生の方が
日本人大学生よりも小学生時代から大学生に至るまで、
参加経験者が多く活発な傾向が見受けられた。正課外活動
と学習動機およびコミュニケーション能力との関係につい
ては、文化の主効果が顕著であり、全体的にカンボジア人
大学生は日本人大学生よりも内発学習動機、取入学習動機、
外的学習動機が高く、リーダーシップ能力、マネジメント
能力、感受性能力においても高い傾向であった。一方、
親和性能力については、全体を通してカンボジアと日本に
明確な違いは認められなかった。正課外活動とのかかわ
り方としては、どれだけの期間、正課外活動に参加してい
るかという活動期間の長さよりも、どのような活動に参加
しているかという活動内容やこれまでいくつの正課外活
動に参加経験があるかという活動数の多さが学習動機の
向上やコミュニケーション能力の育成に関連する可能性
が示された。
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Abstract : In recent years, the role and significance of extracurricular activities in Japan are large, and the necessity 
and importance of positive review are pointed out from the relationship with the model for student support and career 
education.  It is also recognized that participation in extracurricular activities was effective for educational outcomes and 
development of leadership competence.  Meanwhile, universities in Cambodia also encourage extracurricular activities in 
recent years, but as the relationship between Japan and Cambodia gets more active, Cambodia has poor empirical research 
itself, and reports on actual extracurricular activities have not been made.  In this study, we conducted questionnaire 
survey by group method on Cambodian (326) and Japanese (116) university students, comparing the relationship between 
the participation experience on extracurricular activities and academic motivation and communication Competence.  As 
a result, overall, Cambodians had more positive extracurricular activities than Japanese, and the activities content and 
the number of activities were recognized to be related to academic motivation and leadership competence than length of 
activity period.
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